
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、
足
先

が
不
自
由
に
な
り
、
歩
い
て
10

～
15
分
は
つ
ら
く
な
り
バ
ス
を

使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で

も
１
時
間
に
１
本
の
た
め
、
病

院
に
行
く
時
は
１
台
早
め
の
バ

ス
に
乗
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。（
港
区
八
幡
屋
３
丁
目
・

女
性
・
66
歳
）

○
…
年
を
と
っ
て
い
く
と
区
役

所
に
行
く
こ
と
が
多
く
な
る
の

に
、
直
通
バ
ス
が
な
く
な
っ

た
。
す
ご
く
困
っ
て
い
る
。
減

便
で
す
ご
く
混
み
合
っ
て
、
足

が
悪
く
て
も
座
る
こ
と
も
で
き

・
女
性
・
78
歳
）

○
…
赤
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
て
区

役
所
へ
直
行
で
き
な
く
な
り
、

乗
り
換
え
し
な
い
と
行
け
な

い
。
１
時
間
に
１
本
に
な
り
、

無
茶
苦
茶
不
便
に
な
っ
た
。
赤

バ
ス
を
復
活
し
て
ほ
し
い
。
い

っ
ぱ
い
運
行
し
て
い
る
と
こ
ろ

（
市
）は
た
く
さ
ん
あ
る
。（
生

野
区
巽
東
２
丁
目
・
男
性
・
72

歳
）

○
…
区
役
所
に
行
く
の
に
ポ
ー

ト
タ
ウ
ン
か
ら
は
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ム
に
乗
り
、
バ
ス
を
乗
り
継
が

な
い
と
い
け
な
い
。
昔
は
バ
ス

１
本
で
行
け
た
。
市
民
の
足
で

あ
る
バ
ス
は
も
っ
と
充
実
を
。

「
陸
の
孤
島
」
で
島
か
ら
出
ら

れ
な
く
て
困
り
ま
す
。（
住
之

江
区
南
港
中
２
丁
目
・
女
性
・

73
歳
）

○
…
南
巽（
生
野
区
）の
施
設
に

父
が
入
院
し
て
い
る
の
で
行
く

の
で
す
が
、
地
下
鉄
だ
と
乗
り

換
え
で
１
時
間
く
ら
い
か
か

り
、
自
転
車
で
も
40
分
く
ら
い

か
か
り
、
と
て
も
不
便
。（
平

野
区
長
吉
出
戸
５
丁
目
・
女
性

・
57
歳
）

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
歩
い
た

り
自
転
車
に
乗
れ
る
人
は
良
い

け
れ
ど
、
年
寄
り
は
足
が
悪
い

の
で
ど
こ
に
も
行
け
ま
せ
ん
。

全
部
我
慢
し
て
い
ま
す
。（
福

島
区
海
老
江
８
丁
目
・
女
性
・

82
歳
）

○
…
今
ま
で
は
駅
ま
で
自
転
車

○
…
バ
ス
の
待
ち
時
間
は
、
車

い
す
の
た
め
雨
や
雪
の
時
は
10

分
で
も
苦
痛
で
す
。
赤
バ
ス
も

廃
止
さ
れ
、
市
バ
ス（
39
系
統
）

も
１
時
間
に
１
本
に
な
り
、
そ

の
上
主
要
な
駅
に
は
行
っ
て
く

れ
な
い
。
大
都
市
と
は
思
え
ま

せ
ん
。（
北
区
大
淀
中
３
丁
目

・
女
性
・
48
歳
）

○
…
大
き
な
病
院
行
き
の
バ
ス

が
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
に
行
く

な
く
て
。
年
を
と
っ
て
い
く
と

バ
ス
は
本
当
に
大
切
で
す
。

（
淀
川
区
塚
本
５
丁
目
・
男
性

・
69
歳
）

○
…
夫
が
75
歳
を
過
ぎ
て
危
険

だ
と
車
の
運
転
を
や
め
ま
し

た
。
そ
れ
で
気
に
し
て
い
な
か

っ
た
バ
ス
が
こ
ん
な
に
も
不
便

な
も
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

区
役
所
に
バ
ス
で
は
行
け
ず
、

阪
急
上
新
庄
駅
へ
も
１
時
間
に

１
本
し
か
バ
ス
が
あ
り
ま
せ

ん
。（
東
淀
川
区
豊
里
２
丁
目

字
を
解
消
し
て
か
ら
は
「
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」（
２
０
１
２

年
）で
毎
年
30
億
円
の
支
援
を

決
め
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

11
年
に
就
任
し
た
橋
下
前
市
長

は
、「
あ
り
得
な
い
」
と
支
援

を
打
ち
切
り
。
不
採
算
の
「
地

域
サ
ー
ビ
ス
系
」
路
線
を
削
減

し
た
結
果
、
バ
ス
系
統
数
は
２

０
１
２
年
の
１
３
２
系
統
か
ら

15
年
の
87
系
統
へ
と
激
減
。
さ

ら
に
赤
バ
ス
の
廃
止（
14
年
３

月
末
）、
敬
老
パ
ス
の
有
料
化

な
ど
で
高
齢
者
は
じ
め
市
民
に

負
担
を
強
い
て
き
ま
し
た
。

　
「
１
時
間
に
１
本
し
か
バ
ス

が
な
い
」「
直
通
で
区
役
所
に
行

け
な
い
」「
病
院
に
行
く
の
を
あ

き
ら
め
た
」
―
―
大
阪
市
を
よ

く
す
る
会
が
こ
と
し
６
月
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
「
市
バ
ス
ア

ン
ケ
ー
ト
」
に
は
、
６
日
現
在

で
１
３
３
４
通
を
超
え
る
返
信

が
寄
せ
ら
れ
、
自
由
記
入
欄
に

は
市
バ
ス
の
現
状
へ
の
怒
り
や

嘆
き
が
、
び
っ
し
り
と
書
き
込

ま
れ
て
い
ま
す（
別
項
）。

　

大
阪
市
交
通
局
は
か
つ
て
一

般
会
計
か
ら
お
金
を
出
し
て
バ

ス
を
維
持
。
地
下
鉄
が
累
積
赤

　

吉
村
市
長
は
地
下
鉄
の
基
本

方
針
案
を
可
決
し
た
上
で
、
地

下
鉄
と
市
バ
ス
の
廃
止
条
例
の

提
案
を
狙
う
な
ど
民
営
化
に
固

執
し
て
お
り
、
16
日
開
会
す
る

秋
の
市
議
会
が
大
き
な
山
場
に

な
り
ま
す
。

　

大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
と
大

阪
市
営
交
通
の
会
、
大
阪
市
対

策
連
絡
会
議
は
共
同
で
「
地
下

鉄
と
市
バ
ス
の
一
体
運
営
で
便

利
で
安
心
・
安
全
な
市
営
交
通

の
発
展
を
求
め
ま
す
」
と
陳
情

署
名
運
動
を
推
進
。
民
営
化
の

是
非
を
議
論
す
る
前
に
、
地
下

鉄
の
黒
字（
２
０
１
５
年
度
見

込
み
３
７
４
億
円
）を
活
用
し

て
地
震
・
津
波
対
策
や
ホ
ー
ム

可
動
柵
の
設
置
な
ど
の
安
全
対

策
や
、
料
金
値
下
げ
、
バ
ス
会

計
へ
の
支
援
で
バ
ス
路
線
の
新

設
・
復
活
・
改
善
や
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
の
再

編
・
新
設
を
行
う
よ
う
求
め
て

い
ま
す
。

ス
が
望
ま
れ
、
自
治
体
が
責
任

を
も
っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
だ
」
と
力

説
し
ま
し
た
。

　

東
淀
川
区
で
は
１
日
、
住
民

が
地
域
の
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
語
り
合
う
第
２
回
目
の

「
市
バ
ス
カ
フ
ェ
」
を
開
き
ま

し
た
。
同
区
で
活
動
を
続
け
る

「
つ
く
ろ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
市
民
ネ
ッ
ト
・
東
淀
川
」（
大

川
順
子
代
表
）が
主
催
し
た
も

の
で
す
。

　

講
演
し
た
土
居
靖
範
・
立
命

館
大
学
名
誉
教
授
は
「
大
阪
市

は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
。
誰

の
た
め
に
あ
る
の
か
」
と
切
り

出
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
地
域
づ
く
り
に
は
、
通
院

や
買
い
物
、
公
共
施
設
の
利
用

や
文
化
活
動
、
社
会
活
動
に
参

加
す
る
機
会
を
す
べ
て
の
人
に

保
障
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

土
居
氏
は
「
住
民
の
移
動
の

権
利
＝
交
通
権
は
、
憲
法
の
基

本
的
人
権
・
生
存
権
保
障
に
根

拠
が
あ
る
。
こ
れ
を
保
障
す
る

の
は
国
と
自
治
体
の
責
務
。
生

活
交
通
は
住
民
生
活
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
で
あ
り
、
電
気
・
ガ
ス

・
水
道
と
同
様
な
公
共
サ
ー
ビ

　

橋
下
前
市
長
は
地
下
鉄
・
市

バ
ス
を
廃
止
す
る
条
例
案
を
２

回
提
案
。
可
決
に
は
市
議
会

（
定
数
86
）の
３
分
の
２（
58
人
）

以
上
の
賛
成
が
必
要
で
す
が
、

い
ず
れ
も
維
新
以
外
の
反
対
多

数
で
否
決
。
吉
村
市
長
は
こ
と

し
２
月
、
過
半
数
の
賛
成
で
可

決
す
る
地
下
鉄
と
市
バ
ス
の

「
民
営
化
基
本
方
針
案
」
を
提

案
し
ま
し
た
。

　

地
下
鉄
は
継
続
審
議
と
な
り

ま
し
た
が
、
市
バ
ス
は
民
営
化

後
「
お
お
む
ね
５
年
程
度
は
現

在
の
路
線
を
維
持
」
す
る
と
し

て
い
た
原
案
を
、
公
明
党
の
意

見
を
入
れ
て
「
少
な
く
と
も
10

年
」
と
修
正
し
、
維
新
・
公
明

の
賛
成
多
数
で
可
決
。
基
本
方

針
案
と
一
体
の
「
市
バ
ス
経
営

健
全
化
計
画
」
は
、
土
地
信
託

事
業
「
オ
ス
カ
ー
ド
リ
ー
ム
」

の
失
敗
の
つ
け
を
バ
ス
事
業
に

押
し
付
け
、
経
営
破
綻
に
追
い

込
む
も
の
で
す
。

「こんなにも不便なのか」 大
阪
市
バ
ス 

路
線
廃
止･

減
便

〝
交
通
難
民
〟 悲
鳴
と
驚
き

　
「
必
要
な
路
線
は
確
保
さ
れ
て
い
る
」
―
―
大
阪
市
バ
ス
の
現
状
に
つ
い
て
大
阪
市
交

通
局
は
市
議
会
で
繰
り
返
し
こ
う
答
弁
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
橋
下
徹
前
市
長
時
代
に

強
行
さ
れ
た
市
バ
ス
の
路
線
廃
止
・
減
便
や
赤
バ
ス
の
廃
止
で
市
内
各
地
で
「
交
通
難

民
」
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
の
「
市
バ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で

も
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

維
新

政
治 

採
算
だ
け
で
切
り
捨
て･

民
営
化
に
固
執

わが街からバス路線の充実など地域の交通のあり方を考えよう
と開かれた「市バスカフェ」＝１日、大阪市東淀川区内

地下鉄・市バス一体運営で公営交通の発展をと、
署名を呼び掛ける城東区社保協の人たち＝１日、
大阪市城東区内

記入欄には書き込みがびっしり

怒
り
と
嘆
き
の
声
び
っ
し
り

交
通
権
の
保
障
は
市
の
役
割

一
体
で
市
営
交
通
の
発
展
を

「
よ
く
す
る
会
」が
ア
ン
ケ
ー
ト

東
淀
川
区
で
は〝
市
バ
ス
カ
フ
ェ
〟

市
議
会
に
陳
情
署
名

大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
の

市
バ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

大
都
市
と
思
え
な
い
／
と
て
も
不
便
／「
市
民
の
足
」は
充
実
を

shikai
テキストボックス
（2016年9月11日付大阪民主新報）




